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 シンチレータとは電離放射線のエネルギーを吸収し、即時的に蛍光を発する材料であり、光検

出器と組み合わせることで放射線検出器として利用されている。X・γ線といった高エネルギー光

子と物質の相互作用断面積は、物質の密度 (ρ) および実効原子番号 (Zeff) の積 (~ρZeff
4) に比例す

るため、X・γ線検出用シンチレータは重元素で構成されていることが望ましい。そのため、重元

素を含有した材料のシンチレーション特性評価が行われているが、我々のグループでは Hf系酸化

物に着目して研究を進めてきた。その中では、3%Ce 添加 CaHfO3 単結晶の発光量が 7800 

photons/MeV 程度と比較的高く 1)、X・γ線検出用シンチレータとして十分利用可能である。更に、

ホストの一部をMgで置換した 3%Ce添加(MgxCa1-x)HfO3単結晶の発光量は 9500 photons/MeV程度

まで向上した 2)。本研究では、Ce添加 CaHfO3の発光量向上を目指し、ホストの一部を Srで置換

した 3%Ce添加(Ca1-xSrx)HfO3単結晶を育成し、そのシンチレーション特性評価を行った。 

 図 1 に 3%Ce 添加(MgxCa1-x)HfO3単結晶の X 線誘起シンチレーションスペクトルを示す。全て

のサンプルで 420 nm付近にブロードな発光が観測された。図 2に 3%Ce 添加(MgxCa1-x)HfO3単結

晶を用いて測定した 137Cs γ線のパルス波高分布を示す。全てのサンプルで明瞭な光電吸収ピーク

が観測された。発光量は各サンプルでおおよそ同じであり、2800 photons/MeV程度であった。本

発表では、これらの結果に加えて、詳細な蛍光およびシンチレーション特性について発表予定で

ある。 

  

Fig. 1 X-ray-induced scintillation spectra of 3% 

Ce-doped (Ca1-xSrx)HfO3 single crystals. 

Fig. 2 Pulse height spectra of 137Cs γ-ray using 

3% Ce-doped (Ca1-xSrx)HfO3 single crystals. 
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